






2.研究の概要

母子感染する病原微生物には多くのものがあるが、その部は持続感染して、将来重大な成

人病を惹起する原因となるため、母子感染の予防が将来の成人病予防のために最も効率的、

かつ重要である。それらのうち、本研究において今年度は B 型肝炎ウイルス(HBV)と成人

Ｔ細胞白血病ウイルス(HTLV-Ⅰ)との母子感染につき、主としてその予防法の改善を目標

として以下の如く研究した。

①B型肝炎ウイルスの母子感染防止について

a.厚生省「B型肝炎母子感染防止事業」の進捗状況の調査と効果判定

b.HBIG、HBワクチンの投与方法ならびに検査の検討

②HTLV-1 の母子感染について

a.前方視的追跡調査による乳児栄養法別感染率・要因の検討

b.母乳栄養期間別の感染率の検討


